
党
区
議
団
は
昨
年
11
月
26
日
、

鈴
木
区
長
に
予
算
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
内
容
は
、
区
民

の
皆
さ
ん
や
諸
団
体
か
ら
懇
談

会
を
通
し
て
寄
せ
ら
れ
た
切
実

な
要
望
５
０
１
項
目
で
す
。

「
物
価
高
騰
で
、
区
民
の
暮

ら
し
も
営
業
も
厳
し
い
中
、
新

年
度
予
算
へ
反
映
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
の
要
望
に
、
区
長

は
「
し
っ
か
り
区
民
要
望
と
し

て
受
け
止
め
、
精
査
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

応
え
ま
し
た
。

川
野
、
玉
川
両
副
区
長
も
同

席
し
ま
し
た
。

要
望
書
を
手
渡
す
党
区
議
団

２０２５年１月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ https://kugidan.jcp-ota.jp/ No.３１０(１)
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ご意見、

ご要望を

お寄せ下

さい。新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
終
結
80
年
の
年
で
す
。
昨
年

日
本
被
団
協

が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
平
和
憲
法
を

擁
護
し
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
す
と
宣
言
し
た
大

田
区
平
和
都
市
宣
言
を
活
か
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
度
重
な
る
異
常
な
物
価
高
騰
に
よ
り
、
区
民

の
暮
ら
し
も
区
内
事
業
者
の
景
気
も
厳
し
い
状
況
が
続

き
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
大
田
区
議
団
（
以
下
、
党
区

議
団
）
は
国
・
都
に
支
援
の
強
化
を
求
め
る
と
と
も
に
区

独
自
の
直
接
支
援
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

大
田
区
は
「
新
空
港
線
（
蒲
蒲
線
）
計
画
と
「
鉄
道
沿

線
ま
ち
づ
く
り
」
計
画
を
強
引
に
進
め
て
お
り
多
額
の

税
金
が
注
が
れ
ま
す
。
さ
ら
に
公
民
連
携
の
名
の
も
と

に
民
間
大
企
業
の
儲
け
を
生
み
出
す
方
向
を
強
め
て
い

ま
す
。

党
区
議
団
は
新
年
度
予
算
の
要
望
書
を
区
長
に
提
出

し
、
暮
ら
し
や
福
祉
予
算
の
削
減
で
は
な
く
、
地
方
自

治
体
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
誰
一
人
と
り
の
こ
さ
な
い

住
民
福
祉
増
進
の
予
算
と
な
る
よ
う
要
望
し
て
い
ま
す
。

区
民
が
主
人
公
の
区
政
の
実
現
へ
、
本
年
も
奮
闘
し
て

ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
１
月

新
年
度
予
算
案
の

発
表
を
受
け
た

区
政
懇
談
会

日
時

２
月
13
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら

場
所

区
役
所
11
階

第
３
・
４
委
員
会
室

２０２５年新しい政治へ
企業献金・大軍拡・大増税ストップ

物価高騰から暮らし営業守る大田区へ

法律相談のご案内
党区議団顧問弁護士による法律相

談です。

お気軽にご利用ください。

１月 ９日(木) 午後１時より
１月２３日(木) 午後１時より
場所 日本共産党大田区議団控室

(大田区役所10階) ℡5744-1477

予約制です。前日までにお電話く

ださい。

新
年
度
予
算

要
望
を
提
出



ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

被
団
協
・
被
爆
者
の
声
に
応
え

核
兵
器
の
な
い
平
和
都
市
」
を

今
回
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
被
団
協
の
活
動
や
声

を
紹
介
し
、
区
内
在
住
の
被
爆

者
と
区
長
が
面
会
し
、
声
を
直

接
お
聞
き
し
、
区
の
平
和
事
業

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
や
、
被
爆

者
の
悲
願
、
核
兵
器
禁
止
条
約

に
政
府
が
批
准
す
る
よ
う
区
と

し
て
働
き
か
け
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。
区
長
は
平
和
関
連
事
業

を
着
実
に
進
め
る
な
ど
と
具
体

的
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

物
価
高
騰
な
ど
で
困
難
さ
増
す

区
民
の
暮
ら
し
と
営
業
を
支
え

る
予
算
を

社
会
的
課
題
に
な
っ
て
い
る

賃
上
げ
を
区
内
で
も
進
め
る
た

め
に
、
区
内
中
小
企
業
へ
の
区

独
自
の
賃
上
げ
支
援
を
、
ア
フ
ォ
ー

タ
ブ
ル
住
宅
推
進
な
ど
子
育
て

世
帯
の
住
宅
支
援
策
の
強
化
を

そ
れ
ぞ
れ
求
め
ま
し
た
。
区
長

の
答
弁
は
現
行
の
制
度
の
説
明

や
活
用
を
述
べ
る
な
ど
に
留
ま

り
ま
し
た
。

区
民
が
快
適
に
、
安
心
し
て

利
用
で
き
る
公
共
施
設
を

大
田
区
は
２
０
１
６
年
に
施

設
の
維
持
管
理
や
運
営
に
要
す

る
人
件
費
な
ど
の
経
費
の
原
価

を
、
使
用
料
に
反
映
さ
せ
、
施

設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
人

（
受
益
者
）
と
利
用
し
な
い
人

と
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
と
し
て
、
受
益
者
負
担
の
原

則
と
し
、
応
分
の
対
価
の
負
担

と
し
て
使
用
料
に
反
映
さ
せ
る

考
え
方
を
定
め
ま
し
た
。
こ
の

計
算
方
法
を
や
め
る
こ
と
。
ま

た
来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
見
直

し
（
値
上
げ
）
は
や
め
る
よ
う

求
め
ま
し
た
。

複
合
施
設
の
駐
輪
場
の
台
数

が
利
用
定
員
に
比
べ
て
少
な
す

ぎ
る
の
で
拡
充
を
求
め
、
建
設

中
で
開
設
し
た
「
ス
マ
イ
ル
大

森
」
に
仮
設
の
駐
輪
場
を
設
置

す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

区
長
は
、
複
合
施
設
で
の
駐

輪
場
の
台
数
を
可
能
な
限
り
確

保
す
る
。
ス
マ
イ
ル
大
森
は
、

敷
地
の
一
部
を
活
用
す
る
追
加

対
策
を
取
っ
て
い
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を

小
学
校
で
は
４
年
前
か
ら
英

語
教
育
が
始
ま
り
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
教
育
を
推
進
す

る
た
め
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
来
年
か

ら
本
格
的
に
始
ま
る
新
し
い
教

科
「
大
田
の
未
来
づ
く
り
科
」

の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
で
は
部
活
指

導
で
、
自
分
の
授
業
の
準
備
を

す
る
時
間
も
な
か
な
か
取
れ
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
区
や
都
か
ら
下

り
て
く
る
膨
大
な
事
務
作
業
に

追
わ
れ
る
教
職
員
の
働
き
方
に

「
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
が

定
着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
教

員
が
子
ど
も
た
ち
と
じ
っ
く
り

向
か
い
合
う
時
間
を
作
る
た
め

に
、
業
務
縮
減
や
部
活
動
指
導

の
改
善
と
、
学
校
で
働
く
補
助

員
の
処
遇
改
善
を
求
め
ま
し
た
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
視
点
か
ら
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
を

大
田
区
は
職
員
定
数
を
引
き

下
げ
る
一
方
で
、
非
正
規
で
あ

る
会
計
年
度
任
用
職
員
を
増
や

し
、
全
体
の
４
分
の
１
以
上
に

当
た
る
約
１
５
０
０
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。
区
民
に
と
っ
て
必

要
な
仕
事
を
安
い
賃
金
で
会
計

年
度
任
用
職
員
に
担
わ
せ
て
い

る
状
態
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

視
点
か
ら
も
改
善
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
会
計
年
度
任
用
職
員
の

処
遇
改
善
と
正
規
化
、
再
度
の

任
用
の
回
数
の
上
限
を
撤
廃
す

る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

党
区
議
団
は
以
下
の
理
由
で

４
件
の
陳
情
の
採
択
を
求
め
ま

し
た
。

①
再
審
法
の
陳
情
は
、
現
行
の

再
審
法
の
ま
ま
で
あ
れ
ば
、
区

民
が
冤
罪
の
当
事
者
と
な
る
恐

れ
が
あ
り
、
再
審
法
改
正
の
促

進
を
求
め
る
べ
き
で
す
。

②
東
調
布
中
学
校
改
築
の
設
計

は
近
隣
住
民
側
と
の
十
分
な
合

意
形
成
も
な
く
進
め
ら
れ
て
お

り
、
安
全
性
や
住
環
境
へ
の
影

響
等
の
課
題
も
多
い
た
め
、
設

計
内
容
に
関
し
、
区
は
住
民
と

協
議
を
す
べ
き
で
す
。

③
大
田
区
沿
線
ま
ち
づ
く
り
構

想
（
素
案
）
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
意

見
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
計
画
を

疑
問
視
す
る
声
で
あ
り
計
画
を

見
直
す
べ
き
で
す
。

④
「
南
風
運
用
時
等
の
大
田
区

内
陸
部
に
進
入
す
る
航
空
機
」

に
対
し
て
も
騒
音
影
響
、
機
種

情
報
、
飛
行
高
度
及
び
飛
行
回

数
等
の
調
査
を
行
い
、
区
民
の

生
活
環
境
の
維
持
・
改
善
に
役

立
て
る
べ
き
で
す
。

(２) ２０２５年１月 日本共産党大田区議団ニュース ホームページ「日本共産党大田区議団」で検索 No.３１０

核
兵
器
廃
絶
を
大
田
区
か
ら
世
界
に
・

区
民
の
暮
ら
し
の
支
援
強
化
を

第
４
回
定
例
区
議
会

代
表
質
問

佐
藤

伸

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

第
４
回
定
例
区
議
会

一
般
質
問

村
石
ま
い
子

件名 共
⑤

自
⑮

公
⑪

つ
④

フォ

④
立
④

維
③

フェ

①
れ
①

無
①

子
①

結果

①再審法改正の促進を求める意見書を国

会・政府に提出することを求める陳情
○ × × × × ○ ○ ○ ○ × × 不採択

②東調布中学校改築に関する陳情 ○ × × × × ○ × ○ ○ × × 不採択

③真に区民一人一人のためになる沿線ま

ちづくり構想の実現を願う陳情
○ × × × × ○ × × ○ × × 不採択

④大田区内陸部に進入する西方面へ向か

う航空機に対しての南風運用時の調査を

願う陳情

○ × × × × × × ○ × × × 不採択

共…日本共産党大田区議団、自…自由民主党大田区議団・無所属の会、公…大田区議会公明党、維…日本維新の会大田区議
団、つ…つばさ大田区議団、フォ…東京政策フォーラム（都民ファースト・国民民主・無所属の会）、立…立憲民主党大田
区議団、フェ…フェアな民主主義、れ…ＯＴＡれいわ新選組、無…おおたで生きる無所属、子…大田子ども防災会。丸数字
は所属議員数

区
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
４
件
の
陳
情
を
審
査

議
会
日
程
（
案
）

２
月

７
日
（
金
）
請
願
・
陳
情
締
切

14
日
（
金
）
定
例
会
第
１
日

21
日
（
金
）
定
例
会
第
２
日

代
表
質
問

清
水
議
員

25
日
（
火
）
定
例
会
第
３
日

３
月

７
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

総
括
質
疑

佐
藤
議
員

10
～
12
日
（
月
～
水
）
・
14
日

（
金
）
・
17
～
18
日
（
月
～
火
）

予
算
特
別
委
員
会

21
日
（
金
）
予
算
特
別
委
員
会

し
め
く
く
り
総
括
質
疑

26
日
（
水
）
定
例
会
最
終
日

請
願
・陳
情
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。


